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座長 糸魚川 直 祐 (阪大 ･人間科学 )
岡 野 恒 也 (静岡大 ･教韮 )
1.集団のまとまりと順位認知
小 山 高 正 (阪大 ･人間科学)
2.子供の社会関係
早 木 仁 成 (京大 ･理 )
3.社会関係と配偶関係




座長 西 田 利 貞(東大 ･Fji)
杉 山 幸 丸 (京大 ･詔長研 )
5.幸島における離脱メスを中心にして
作られた分裂群

































岩 本 俊 孝 (宮崎大 ･教育)
2.有蹄類の適応放散
小 野 勇 一 (九大 ･理 )
8.遊牧民の適応的側面





岡 本 勉 (関西医大 ･散在)
6.陸上脊椎動物ロコモーシヲンの適応進化
- 試 論 -
馬 場 悠 93(独協医大 ･解刑)
7.体温調節からみた適応

















































太 田 克 明(名大 ･農)
3.思春期の女子骨盤発育とその背景因子
荒 木 日出之助(昭和大 ･医)
4.発達研究における発運段階の考え方
小 嶋 秀 夫(名大 ･教育)
5.行動分析における発達の考え方































































奥 田 智 子(東北大 ･抗酸菌研)
2.スピンラベル法による詔長類ヘモグロ
ビン構造の種間差異の検索







野 口 浮 夫(筑波大 ･基礎医)
5.霊長類のメタロチオネインについて
木 村 正 己(産医研)
6.サル創傷治癒と肥満細胞
森 口 隆 彦(浜松医大 ･医)
7.霊長損における GluEamic･P317uVic
Transa7nfnase(S-OPT)に関する研究





酒 井 彦 - (東大 ･理)
10.E!技芙刺こおける味覚の進化
栗 原 堅 三(北大 ･理)
ll.総合統論
藤 本 大三郎(浜松医大 ･化 )
吉 田 政 幸(図百倍情報大 ･化)
毎 田 徹 夫(長崎大 ･医)


























糸魚川 直 祐(阪大･人科 )
2.ニホンザルにおける三者出合せ実験に基づ
いて 根ケ山 光 一 (阪大 ･人科)
8.チンパンジーの対敵行動
西 田 利 貞(宋大 ･理 )
4.広界掠類の野外調査から
伊 沢 紘 生 (日本モンキ セーンター)
5.柴田生活と攻撃性





















































































































































場 所 犬 山 ホ テ ル
参加者 約50名
プログラム
1.Session 1.
IntegrationofSensoryInformationinthe
CerebralCortex
Chairman:H.Sakata
(TokoyMetro.Inst.Neurosと.)
18:00-13:30 Y.Iwamura
(TohoUniv･)
SomatosensoryCortex
13:80-14:00 S.F.Takagi
(GummaUniv.･)
01factoryAreas
14:00-14:30 K.Kawano
(BrainRes.Inst.TokyoUniv.)
PosteriorParietalAssociationCor･
tex.
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14:30-14:45 Discussion
14:45-15:00 Cofee
2.Sessionn.
Higher-orderlntegTationinthePrefroIt
talCortexandLimbicSystem
Chairman:Y.Oomura
(KplShuUniv.)
15:00-15:30 M.Sakai
(PrimateRes.Inst.,KyotoUniv.)
PrefrontalCortex
15:30-16:00 H.Niki
(TokyoUniv.)
PrefrontalCortexand LimbicSys･
tem(Learning)
16:00-16:80 T.Ono
(ToyamaMed.Pharm.Univ.)
LimbicSystemandHypothalams
(Feeding)
16:3(ト16:45 Discussion
16:45-17:00 Coffee
3.SpecialLecture
Chairman:K.Kubota
(PrimateRes.Inst.,KyotoUniv.)
17:00-18:00 V.B.Mountcastle
(TheJohnsHopkinsUniv.)
StudyofHigherNervousFunction
bySingleUnitAnalysisinChronic
Monkeys
4.GeneralDiscussion
18:00-18:30 Chairman K.Kubota
19:00 Dinner
Mountcastle教授が来日したのを機に,犬山で
研究会を催した｡発表はサルを使用してなされた
ものを中心に,大脳皮田の研死に頒点を合わせた｡
今回は時間の都合上,発表を遠L･点してもらった方
もいたが,サルを使い,大脳皮質の研究を行って
いる日本の生理学者がほほ一堂に会した事になり,
内容の洗い実り多い会になった｡
岩打(東邦大 ･医)は体性感覚野に入ってくる
手指の感覚を詳細に調べ,それを細胞構築学的に
1,2,3a,3bと対応させろ事により,従釆,漢
然とSIと呼ばれていたものが更に幾くつかの細
かい領域に分けられる串を示した｡高木(群大 ･
医)はサルの急性実験により,喚覚の上位中枢で
ある眼宿回の細胞活動を調べた｡その活動は与え
る匂い刺激に対し,色々のパターンで応じる事が
わかった｡河野(東大 ･医･脳研)は後部頭頂葉
の細胞活動について,前庭信号と視覚信号を用い
て調べ,それぞれの刺激に応じるニューロンがあ
る一万,両者の収故を受けているものを見出し,
この部位が前庭系と視覚系の統合に重要である事
を示した｡酒井(京大 ･霊長研)は課題遂行中の
細胞活動を記録した後,HRPを細胞内に注入す
る串により,当該ニューロンの形態を同定し,節
頭前野ニューロンの機能と形態の結合に成功した｡
二木(東大 ･文)は前頭前野のニューロン活動と
空間位置との関係について調べ,空間位置の絶体
的.又は相対的変化に応じて活動が変わるニュー ロン
を記録し,これらが,それぞれ空間の絶体的,又は
相対的な位置をコーディングすると考えた｡小野
(富山医薬大)はサルの摂食行動に伴ない変化す
ろニューロン活動を祝床下乳 尾状核等で記録し
た｡そして,あるものは,飽満を伴なうと活動の
減少を示すもの,食べられない物に対しては活
動を示さないもの等,種々の例を示した｡最後に
Mountcastle教授が頭頂葉のユニットについて
注意レベルの変化により受容野の変わる例を,定
琴 勺に解析して,流石は- と,参加者一堂の
感嘆を買った｡ (松 波)
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